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引張強さ 700～1100 MPa 熱処理材
1300～2000 MPa 加工上り
降伏強さ 50～200，100～600 MPa機械 （マルテンサイト相）（ナーステナイト相）





弾性定数 C44 0，347 〃 参考値
C’ 0，166 〃
固1MPa＝0．101972　kg・mm－3





















































































































































































































































































コード プアイル 手術年月日 挿入部位 使用インプラントの数 術前評価 挿入評価 術後評価 総合評価
M 001’8311．11C2B2C3C18×312×1 適応 良好 保存可 B
M 002 11．271B2C 18×112×1 ボーダー 良好 成功 A
M 003 12．　63C4C 18×2 適応 良好 成功 A
M 004 12．　82B2C 18×112×2 適応 良好 成功 A
M 005 12．261B2B3C4C18×4 適応 良好 保存可 B
M 006’84　1．103B3C4B4C18×212×2 適応 良好 成功 A
M 007 1．124C 18×1 適応 良好 成功 A
M 008 1．21lBIC2B2C18×212×2 ボーダー 良好 保存可 B
M 009 1．30lC2C3C4B18×312×1 ボーダー 良好． 保存可 B
M 010 2．　91BIC2B 18×112×2 適応 良好 成功 A
M 011 2．10lBIC2B2C3C4C18×112×5 適応 適当 保存可 B
M 012 2．241A 12×1 適応 良好 成功 A
M 013 2．251C2C3C 18×3 適応 良好 成功 A
M 014 3．　83C 18×1 適応 良好 成功 A
M 015 3．231C 18×1 適応 良好 成功 A
M Ol6 3．271C4B 12×2 適応 良好 成功 A
M Ol7 3．31 BIC2C 18×212×1 適応 適当 保存可 B
M 018 4．204C 18×1 適応 良好 成功 A
M 019 4．271C3C4C 18×3 適応 良好 保存可 B
M 020 4．274C 12×1 適応 良好 成功 A
M 021 5．　82C 18×1 適応 良好 成功 A
M 022 5．214C 18×1 適応 良好 成功 A
M 023 5．221BIC2B2C18×112×3 適応 良好 成功 A
M a151C3C 18×112×1 適応 良好 保存可 B
M 025 6．303B3C4BC24×118×112×1適応 良好 成功 A
M 026 7．　5lB2B2C 18×112×1　9×1適応 適当 保存可 B
M 027 7．234D 12×1 適応 良好 成功 A
M 028 8．213A3B3C4A18×112×3 適応 適当 成功 A
M 029 8．　41C 18×1 適応 良好 成功 A
M 030 銑　6lC 18×1 適応 良好 成功 A
挿入部位略号 1D1C 1B1A2A2B2C 2D
8 765432112345678
8 765432112345678
4D4C 4B4A3A3B3C 3D
使用インプラント略号 18一近遠心径18mmボディの高さ9㎜ヘッドの高さ7mm
12＝近遠心径12mm　ボディの高さ9mm　ヘッドの高さ7mm
結 論
　本治験症例に使用した形状記憶インプラント
は，上下顎の前歯部及び臼歯部における多数歯欠
損症例に従来の補綴方法では不可能であった固定
性架橋義歯を可能にし，いずれの症例においても
良好な咬合関係を維持し得た．しかし，上顎の無
歯顎症例では上部構造物を一部可撤性とした方が
より良好な結果を得た．この事から本法が下顎の
無歯顎を含むほとんどすぺての欠損症例において
従来の骨内インブラントと比較して優れた方法で
あると考える．
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